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1７ 
静岡県焼津の鰹漁業を対象に本邦漁業における資本主義の発達について、これまでに筆者は分析作業を続けてき
（一）
たがおもな報文リストは本誌前を号に一示した。焼津の鰹漁業の出資と漁携には「船中」が単位組織となっており、
その形成過程・組織内容・漁業経営との関係などについて筆者はこれまでにもとりあげてきたが、今回はかかる船
中の一つである近藤家を船元とする福一丸船中（旧称ナン．〈ソ）の今世紀前半における鰹漁船建造時の資金調達方
法
に
つ
い
て
、
資
料
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
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1８ 
福一丸船中が明治一一一七年から昭和二一一年までの間に建造
した鰹鮪船は九隻にのぼる（第１表）。その際造船資金の
調達は船中を基礎になされたが、明治四一年からは船中と
外部の出資法人Ⅱ貸付資本である東海遠洋漁業株式会社と
（｜） 
の共同出資によることとなった。かくして建造された共有
船の利益分配法は、総水揚高より市場口銭・漁業組合費・
沖乗奨励金を順次控除した残高の一割五分の船徳金と、さ
らに航海経費を差引いた残高の純収益を乗組漁夫と出資老
とが一定比率で分配したうちの出資者配当金（船代）との
合計額すなわち船徳金と船代の総和から、（誠船修繕費と漁
船管理費である船元代を差引いた残額である。この分配金
は共同出資方式の場合、出資率に応じて船中と出資法人の
間で配分される。この分配金には減価償却費と純益金が含
まれ、これ爪再生産饗の基金となる。つぎにきぎの福一丸／｛
船中が建造した九隻の漁船について、船中側の資金調達お
注
（己拙稿「静岡県焼津における鰹漁業の出資漁拐組織と
同族」法政大学教義部紀要第六七号社会科学編昭和
六三年二五’四四頁。
二
福
一
丸
船
中
関
係
の
鰹
鮪
船
第１表福一丸船中関係鰹鮪船（明治37～昭和28）
出 資 額
使用終了
進水年月 東海遠洋漁業ＫＫ 福一丸船中 造船価 名
丸
丸
丸
丸
九
九
九
九
九
神一縁一禄禄絆縁縁
船
大
福
２
福
２
１
３
５
８
年 月
金額 持歩 金額 持歩
蕊 円333 不明大正３．８大正６．６大正１２．３昭和３．１２昭和８．７昭和18.12昭和２０．２昭和3６．８ 明治３７明治41.7大正２．３大正４．４大正10.4大正13.3昭和４．３昭和８．６昭和22.8 4,320 2．９１９ ６，３６０ ２２，３００ 60,000 38,000 78,000 6,000,000 
注）８福一丸の出資法人は昭和漁業ＫＫである。
大神丸の造船価は調遠資金額を示す。
各船「連名表」「株主人名簿」「持歩勘定四帳」より作成。
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（二）拙「穂「明治大正期の静岡県焼津における鰹漁業経営について」法政大学教養部紀要第六三号社会科学編昭和
六
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2１ 
この記録によると太神丸の建造にあたり、船元である近藤半一が五分、先代の船元近藤半四郎の姉婿である清水
菊蔵が二分、船中船方三四人が一一一分をそれぞれ持ち、船方三分の出資株数は延四九株であった。そして船中出資分
は「以上人名金百円也」とあってこれが三分にあたるところから、この時調達した金額は合計で一一一一一一一一一円になり、
船中の一株は二円にあたる。つぎに最初の動力船福一丸の造船資金調達の場合について承よう。
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右〈明治四拾一年第五月廿七日ヲ以テ発動機械船建造一一付協儀シタル処遠洋漁業株式会社ニテ五分近藤半一殿
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2３ 
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2４ 
○八○円を船元近藤半一が、残りの半分を清水菊造の子息三吉と船中船方が折半し五四○円宛を負担した。船中船
方の出資者は三九名で五四株、一株は一○円であった。
ついで大正二年建造の第２福一丸の場合はどうであったか。
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第２福一丸は造船費二、九一九円のうち、半額を東海遠洋漁業株式会社が、残りを舟元一一一分五厘、船方五人で一
分五厘、船中船方一一二人で二分五厘、残る二分五厘を船方株主全体で持つという複雑な柵成になっている。船中船
力
の
分
三
八
名
五
一
株
の
持
主
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
では大正四年建造の福一丸の場合に移ろう。同船については船中出資者名簿が残っていないが、船中持歩勘定書
帳（第２表）によると、福一九の造船費六、三六○円は東海遠洋漁業株式会社と船中で半額宛出資している。本船
の勘定は明治四一年建造の福一九の積立金で出発した。その後償却金と剰余金を順調な成絨もあってか着実に積立
てて、大正一一年には第２編一丸造船費の船中負担分一○、七一一円を、大正一三年には第１福一九造船費の船中
負
担
分
七
、
七
三
五
円
を
そ
れ
ぞ
れ
残
し
て
い
る
。
さらに大正一○年建造の第２福一丸の場合は、造船費二二、一一一○○円を東海遠洋漁業株式会社と船中で折半し、
船中負担分をさらに船元と船方で折半している。船元負担分のうちの一○分の一を久七九すなわち清水三吉の子息
久
一
が
出
資
し
て
い
る
。
半二半半半半半
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計人人人人人人人
（四）
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第２表福一丸船中持歩勘定
差引残高｜借方｜貸 方’摘 要｜年月日円獅鏥蛇哩噸認叩、師噸、卸鋼懸恕麺醗遜麺噸顕誕皿
３
１
２
１
１
１
１
２
１
１
３
４
４
３
３
４
７
５
４
４
４
 
リ
Ｄ
ｐ
９
９
０
９
Ｐ
Ｐ
ｐ
ｐ
９
９
０
Ｆ
分
り
、
■
り
り
円Ｉ 円
267 ３年度繰越高
造船費の５分
４年度利子
４年度積立の５分
４年度船徳の５分
船元渡し分
船元渡し分
５年度利子
５年度償却!}１１の５分
５年度船穂の５分
船徳割支払
６年度利子
６年度償却割の５分
６年度船徳の５分
3， 大4.12.
3,180 
6 
000 
941 
1， 
500 
533 大５．１．２７’
｝::ｉＩＩ 
１２．３１ 
大６．１．１９
１２．３１ 
１２．３１ 
１２．３１ 
１２．３１ 
大７．１．２６
１２．３１ 
１;::}Ｉ 
７０ 
５００ 
５７６ 
576 
110 
681 
532 
Ｄ
Ｐ
 
コ
ユ
１
４
600 
932 
７年度利子
７年度償却割の５分
７年度船穂の５分
７年度船徳船元渡し
船元支払い
７年度所得税
８年度利子
８年度準備金の５分
８年度船徳の５分
船徳船元渡し
８年度所得税
機械の割
８年度船徳払い
９年度利子
２３５ 
０００ 
６６３ 
▽
８
 
可工、一色
1,332 
1,335 
３４ 
大８．１．２５
１２６ 
１１．１１ 
１２．２１ 
１２．３１ 
１２．３１ 
319 
500 
791 蝿１ 1， ２， ２
７
７
５
０
０
０
０
９
１
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２
９
０
３
８
６
６
９
８
 
６
５
０
８
２
９
２
１
９
９
 
９
９
ｐ
ｐ
Ｐ
Ｐ
９
９
９
９
 
７
７
７
５
６
６
９
８
７
６
 
1,570 
７５ 
４３０ 
１，２９１ 
篝Ⅱ
大９．１．３１１
，２２’ 425 
９年度準備金の５分
９年度船徳の５分
９年度船徳渡し
所得税
９年度船徳
7５０１ １２．３１ 
１２．３１ 
１２．３１ 
１２．３１ 
大10、２．１１
2,280 
1,1001 
16'’ 
1,0181 
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(つづき）
差引残高｜借方｜賛方 摘 要｜年月日
円
７，４６９ 
8,469 
100865 
10,781 
10,182 
10,711 
０ 
１，０００ 
1,070 
円
488 
1,000 
2,396 
１０年度利子
10年度準備金の５分
10年度船徳の５分
所得税
見崎外へ払い
船元持込分
２号福一丸へ勉す
準備金
11年度利子
11年度準IMi金の５分
11年度船穂の５分
11年度船徳渡し
12年度利子
本船売却の５分
12年度準備金の５分
12年度船穂の５分
所得税
機械入替の割企
所得税補助金
船徳払込糸
新造１号福一丸へ廻す
火１１．１．２４
}i:1 
1231｜ 大1２．１．２４
８４ 
５９９ 
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1０，７１１ 
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７０ 
１，５００ 
３，２１６ 
2,5701 
６
０
０
０
０
３
１
１
２
５
０
 
８
７
５
７
７
４
８
４
７
３
 
７
５
７
９
９
３
０
０
１
７
 
９
；
Ｐ
０
９
Ｄ
Ｐ
、
？
９
５
２
２
４
５
８
８
０
０
８
 
１
１
 
3,216 
180 
2,200 
1,000 
2,373 
262 
1,960 
１３１ 
大'3．３．１
５．１６ 
１，４３７ 
８，７３５ 
｢福一丸持歩勘定護帳」（近蕊三吉氏蔵）より作成。
金
弐
万
二
千
三
百
円
也惣
船
価
金
此
内
訳
金
壱
万
千
百
拾
五
円
也
丸
東
会
社
持
分
五
分
金
五
千
五
百
七
拾
五
円
也
船
中
持
分
二
分
五
厘
金
五
千
五
百
七
拾
五
円
也
船
元
持
分
二
分
五
厘
内
十
分
ノ
ー
久
七
九
船
仲
株
主
人
名
株
金
百
流
十
二
円
八
十
銭
鈴
木
岩
吉
株
金
七
十
六
円
四
十
銭
仁
藤
腐
吉
株
金
七
十
六
円
四
十
銭
寺
尾
松
吉
株
金
七
十
六
円
四
十
銭
小
長
谷
徳
平
株
金
七
十
六
円
四
十
銭
西
川
鉄
平
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2９ 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一‐
株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
鍍
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
百
五
十
二
円
八
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
鍍
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
鈴見鈴山近原岩飯渡寺近近近清長岩増泉西小増長谷谷
木崎木本藤田木嶋中内藤藤藤水ノ|｜ノⅡ田川林田)1１
甚文金長銀啓梅政笹角熊長半久甚･幸久梅市金三才太太太太太太次太太次吉郎次郎郎郎吉吉一蔵吉郎四一郎郎幸吉郎郎吉郎
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3０ 
株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株
金二百二十九円二十銭
金
百
五
十
二
円
八
十
銭
金
百
五
十
二
円
八
十
銭
金
百
五
十
二
円
八
十
銭
金一一百二十九円二十銭
金
百
五
十
二
円
八
十
銭
金
二
百
二
十
九
円
二
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
鍍
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十六円四十鍍
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
鍍
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
金
七
十
六
円
四
十
銭
和鈴中鈴船深向近滝巻北加見鈴桜田桜山水天;松増
田木野木 沢坂藤ロ田原藤崎木井中井本野野村田
二
郎
常
吉
松
古
藤
｜
福
太
郎
伊
勢
吉
鉄
吉
徳
蔵
勘
次
幸
一
滴
｜
彦
太
郎
利
一
赤口士ロ
半
一
兼
苦
界
平本
松
古
平
太
郎
新
平
徳
太
郎
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３１ 
第
２
福
一
丸
の
船
中
持
歩
勘
定
瞥
帳
（
第
３
表
）
で
資
金
操
作
状
況
を
象
る
と
、
船
元
・
船
方
を
含
む
船
中
負
担
分
の
一
一
、
二
五
九
円
の
大
部
分
を
第
１
編
久
丸
の
倣
却
金
・
余
剰
金
の
積
立
金
で
ま
か
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
第
２
編
一
丸
も
償
却
金
・
余
剰
金
を
積
立
て
、
大
正
一
三
年
の
第
１
福
一
丸
と
昭
和
四
年
の
第
３
編
一
丸
の
新
造
に
際
し
て
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
大
正
一
三
年
建
造
の
第
１
福
一
丸
は
、
当
初
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
四
分
、
船
中
六
分
の
出
資
比
率
で
あ
っ
た
が
、
大
正
一
五
年
に
そ
れ
ぞ
れ
五
分
宛
の
出
資
比
率
に
改
め
ら
れ
た
。
一
株
金
七
十
六
円
四
十
銭
一
株
金
七
十
六
円
四
十
銭マ
マ
右
決
算
は
改
〆
七
拾
六
名
大
正
十
年
五
月
十
二
日
一
株
金
七
十
六
円
四
十
銭
一
株
金
七
十
六
円
四
十
銭
一
株
金
七
十
六
円
四
十
銭
二
株
金
百
五
十
二
円
八
十
銭
一
株
金
七
十
六
円
四
十
銭
一
株
金
七
十
五
円
四
十
銭
一
株
金
七
十
五
円
四
十
銭
一
株
金
七
十
五
円
四
十
銭
一
株
金
七
十
五
円
四
十
銭
株
金
七
十
五
円
株
主
〆
七
拾
四
株
（五）
大正拾参年圭喧号株主人々口簿
増増竹秋西鈴小向橋近藤
辰
西
川
犬 田田下山川木城坂本
長市新鉄幸直音寅政
太太
吉郎郎吉吉吉吉吉吉吉蔵
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3２ 
第３表第２福一丸船中持歩勘定
要｜年月日差引残高｜借方貸方’摘
円円
△１１，２５９ 
△５４７ 
０ 
２００００ 
７，８４６ 
４，９２３ 
2,000 
２，１４０ 
４，１４０ 
８，４７９ 
４，１４０ 
４，４３０ 
６，４３０ 
１０，１４２ 
０ 
２６６ 
１，７６６ 
４，２７９ 
４，２３２ 
3,082 
１，７６６ 
１，９０７ 
３，３０７ 
６，１２９ 
３，３０７ 
２，６１７ 
２，８５８ 
３，３５８ 
４，４４５ 
４，４０５ 
２，９０５ 
１，６４５ 
１，７８５ 
２，１８５ 
２，７９７ 
大10.11.11２号造船価の５分
１号福一丸勘定より振替
船元持込金
償却金の５分
船徳の５分
船穂見崎外へ払い
船徳船元払い
11年度利子
11年度償却の５分
11年度船穂の５分
船穂船元払い
12年度利子
12年度償却の５分
12年度船穂の５分
新造１号福一丸へ廻す
13年度利子
13年度償却の５分
13年度船徳の５分
所得税
11,259 
10,712 
５４７ 
2,000 
５，８４６ 
１２．２４ 
１２．３１ 
１２．３１ 
犬1１．１．２４
１２．１ 
１２．３１ 
１２．３１ 
犬12.1.24
2,923 
2,923 
140 
2,000 
４，３３９ 
4,339 
２９０ 
２，０００ 
３，７１２ 
大13.5.16
１２．３１ 
１２３１ 
１２．３１ 
１２．３１ 
１２．３１ 
大14.1.30
10,142 
266 
1,500 
2,513 
４７ 
１，１５０ 
１，３１６ 見崎外へ払い
14年度利子
14年度倣却の５分
14年度船穂の５分
見崎外へ払い
船元渡し
15年度利子
15年度償却の５分
15年度船穂の５分
所得税
船元外渡し
船元渡し
２年度利子
２年度償却の５分
２年度船徳の５分
141 
1,400 
2,822 
大1５．１．２０
８．２９ 
１２．７ 
１２．３１ 
１２．３１ 
１２．３１ 
１２．３１ 
昭２．１．２０
１２．７ 
１２．３１ 
１２．３１ 
2,822 
６９０ 
２４１ 
500 
1,087 
４０ 
１，５００ 
１，２６０ 
140 
400 
612 
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３３ 
（つづき）
年月日要｜摘
1 
1所得税
貸方
円
12.31 ４１ 
３５０ 
３５０ 
2,756 
２，４０６ 
2,056 
２，２００ 
12.31 船穂船方払い
船元渡し
３年度利子
昭３．１．３１
1２．９ 144 
鱗髻囑小喜1,775 ５００ ２，０４９ 3,975 4,475 6,524 ０ ６，５２４ 
｢第２福一丸持歩勘定醤帳」（近藤三吉氏蔵）より作成。
大正拾三年五月一一十一一一日
金六万千八百五十円六十三銭
壱号福一丸船価金
此
内
訳
一金千八百五十円六十三銭
修
繕
費
廻
り
一
金
六
万
円
全
船
価
此
内
訳
一
金
弐
万
四
千
円
九束会社持分
一
金
壱
万
五
千
円
船
中
持
分
一
金
壱
万
五
千
円
船木持分
内
千
五
百
円
久
七
九
持
分
一
金
六
千
円
船
中
持
分
右金〈大正十五年度九束会社一一テ受持船中持分〈相済
九束一分持チニテ丸東ト半分宛ノ受持トス
株株株株株株 金壱万
五
千
円
持
分
株
主
左
之
通
り
九
十
株
但
金
百
六
十
六
円
六
十
七
銭
一
株
鈴
木
岩
吉
鈴
木
伊
勢
吉
仁
藤
留
吉
小
長
谷
徳
平
西
川
鉄
吉
長
谷
川
才
次
郎
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3４ 
半一一一一一一一一一一一一半一一・一一一一一一
株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株
寺
内
角
蔵
寺
内
栄
渡
仲
笹
一
渡
仲
董
近
藤
友
吉
近
藤
浅
蔵
近
藤
熊
吉
増
田
三
吉
増
田
三
郎
小
林
金
太
郎
西
川
市
太
郎
泉
梅
吉
増
田
鉱
一
岩
川
幸
次
郎
長
谷
川
甚
太
即
長
谷
川
松
吉
清
水
勝
蔵
澗
水
才
吉
近
藤
半
兵
衛
近
藤
半
四
郎
近
藤
長
太
郎
近
藤
辰
吉
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3５ 
株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株
水天天松松松増増増鈴見鈴山近原岩
野野野村村村田剛田木崎木本藤田木
藤松伊焔金常四三二金文金長銀啓梅一勢太太太即春吉背一吉郎郎郎作郎.次郎作郎吉
飯
烏
政
山
本
春
吉
山
本
橋
太
郎
水
野
熊
吉
桜
井
伊
勢
吉
山
本
太
市
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3６ 
一一一一一一半一一一一一一一一一一一半一一一一・一一
株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株株
鈴
木
半
右
術
門
鈴
木
直
吉
橋
本
政
吉
向
坂
寅
吉
桜
井
徳
蔵
鈴
木
勘
次
見
崎
幸
一
加
藤
清
一
北
原
彦
太
郎
巻
凪
理
一
流
口
音
吉
近
藤
半
一
向
坂
重
吉
深
沢
昇
平
近
藤
市
右
術
門
鈴
水
松
吉
清
水
平
太
郎
山
城
音
吉
和
田
徳
太
郎
桜
井
兼
蔵
風
中
鉄
職
田
中
鉄
吉
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3７ 
第１福一九の船中持歩勘定諜帳（第４表）で資金操作状況をみると、船元・船方を含む船巾出資額三○、○○○
円は、第１・第２福一丸会計の積立金からの振替と船元の持込金によってまかなわれている。そして同船もまた積
立金を、昭和四年の第３福一丸と昭和八年の第５福一九の新造船の勘定へ振替えている。
つぎは昭和四年建造の第５福一丸のケースだが、造船費一一一八、○○○円を東海遠洋漁業株式会社と船中で一九、
○○○円宛を分担したが、船中の分担金は船元と船方で折半した。
一五一一一一一一一一一一一一一一一一
株株株株株株株株株株株株株株株株
金船鈴田鈴西寺八橋西近松増原竹秋
ケ
原中水中水川尾木谷川藤村田田下山
鉄
吉
新
太
郎
市
太
郎
才
吉
銀
蔵
辰
蔵
大
吉
直
一
敏
郎
勘
一
角
吉
寅
吉
亀
吉
新
平
一
同
茂
一
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3８ 
第４表第１福一丸船中持歩勘定
差引残高｜借方｜貸方 摘 要｜年月日
引円Ｉ円
１号福一丸より廻る
２号福一丸より廻る
船元持込分
機械慨分
見崎外持込金
船元持込金
造船費の６分
13年度倣却の６分
13年度船徳の６分
船尤へ支払い
所得税
見崎外へ払い
償却金支払い
船元へ支払い
船元へ支払い
14年度俄却の６分
14年度船徳の６分
所得税
払込金
立替金
船元払い
児崎外へ払い
船元持分払い
見崎外へ払い
14年度償却の６分
14年度利子
伊勢吉外渡し
15年度利子
15年度償却の５分
15年度船徳の５分
15年度所得税
船穂船長渡し
船徳内渡し
２年度利子
２年度倣却の５分
３，７３５１１８，７３５ 犬13.5.16
５．１６ 
５．１６ 
５．１６ 
５．３０ 
７．３１ 
７．３１ 
10,142 
６，７００ 
１，８１１ 
２，６１２ 
３，０００ 
36,000 
3,000 
4,192 
FU 
」
２００００ 
175 
2,017 
3,000 
大1４．１．３０
600 
2,400 
3,900 
7,802 
2．１２ 
７．１１ 
201 
1,173 
5,750 
2,400 
1,900 
犬15.1.17
１．１７ 
2,400 
678 １．２０ 
１．２５ 
１．２５ 
８．１０ 
１２．７ 
１２．３０ 
１２．３０ 
１２．３１ 
１２．３１ 
昭２．１．２０
１２．７ 
１２．７ 
3,000 
２４０ 
873 
390 
1,000 
1,587 
５，７５７ 
７，３４４ 
7,030 
4,753 
４，４４３ 
４，８００ 
６，０５０ 
３１４ 
２，２７７ 
３１０ 
３５７ 
１０２５０ 
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３９ 
（つづき）
要｜年月日摘便
６
ヵ
町
差引残高｜借方｜賛
円円
８，３２６ 
8,093 
６，７４３ 
５，２４３ 
5,093 
５，４４９ 
7,199 
10,429 
０ 
７５０ 
２，２５０ 
１，４３０ 
６８０ 
４５０ 
３８２ 
４３２ 
４６２ 
１，５６２ 
３，１６４ 
３，０９５ 
２，４４５ 
１，６３０ 
１，２９５ 
１，３３０ 
１，４２３ 
３，２７３ 
５，２２３ 
５，２０４ 
４，７５４ 
４，３０４ 
４，３１３ 
４，６１４ 
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３号福一丸へ振替払い
４年度償却の５分
４年度船徳の５分
船中へ貸し
船元船徳内渡し
船元へ渡し
所得税
奨励金渡し
４年度利子
４年度償却の５分
４年度船穂の５分
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4０ 
(つづき）
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昭８．２．９6.489 
1１９３２９ 12.19 
13.091 12.31 
4１ 13,050 
０ 
12.31 
13.050 召1０．２
｢第１福一丸持歩勘定掛帳」（近藤三吉氏蔵）より作成。
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Hosei University Repository
4１ 
一一半一一一一一一半三二
株株株株株株株華株株株株株株株株株株株株株株
水
野
藤
一
郎
山
本
橋
太
郎
近
藤
強
一
桜
井
徳
蔵
久
保
山
保
吉
鈴
木
勘
次
見
崎
幸
一
西
川
大
吉
橋
ヶ
谷
直
一
寺
尾
勘
一
鈴
木
寅
吉
小
城
音
吉
近
藤
半
四
郎
近
藤
長
太
郎
近
藤
熊
吉
寺
内
角
蔵
渡
仲
笹
一
小
長
谷
徳
平
長
谷
川
才
治
郎
鈴
木
岩
吉
仁
藤
留
吉
飯
嶋
政
吉
Hosei University Repository
4２ 
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4３ 
第３福一丸の船中持歩勘定書帳（第５表）で資金操りを詮ると、造船費の船中負担分は第１・第２福一丸からの
振替勘定で大部分を補いながらも、残金がはじめて釣払いになっている。
また第５福一丸は昭和八年に建造されたが、造船価の半額は東海遠洋漁業株式会社が持った。船中側は船元一分
五厘、夏船（鰹船）船中七厘、冬船（鯖漁等の漁船）船中五厘、福一丸船中船方二分三厘という櫛成であった。
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4４ 
第５表第３福一丸船中持歩勘定
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４年度船穂の５分
所得税
船元ﾀﾄより持込金
4年度税金補助
5年度利子
5年度償却の５分
5年度 徳の５分
所得税
船元渡し
銀作外へ渡し
5 税補助
船元払い
6 度利子
6年度償却の５分
6年度船徳の５分
6年度所得税
船元払い
船中分船元渡し
船元持込
6年度所得税補助
船元渡し
7年度利子
7年度償却の５分
徳の５分
現金払い
所得税
税金補助
東海会社新株払込
船元持込
8年度it却の５分
１００３００ 
９２０１ 
犯犯犯犯虹皿２２１３３
躯弱、釦、瓢
５８３１１ 
２３１１３３ 
３３ 
●□●●●● 
●●●●● 
●ＣＧＣ●□ 
●●●●●● 
●●●● 
８８８８２２ 
１１２２２ 
１１２２２２ 
１３１２２２ 
２６１２ 
１１ 
１１１ 
１１１１ 
１１１１ 
１１ 
● ４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
昭
召
昭
昭
Ⅱ 
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（つづき）
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474 
｢第３福一丸持歩勘定笹１帳」（近藤三吉氏jiii）より作成。
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5０ 
しかし第５福一丸の船中持歩勘定書帳（第６表）によると、本船の場合船中側の資金は当初余裕がなく船元の持
込金以外は釣払いで出発し、昭和一○年の第１・第３福一丸勘定からの振替金の補給まで帳簿上の負債が残った。
そして船中と出資法人との最後の共有船第８福一丸が昭和二二年に建造された。出資法人昭和漁業株式会社（東
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第８表第５福一丸船中持歩勘定
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差引残高｜借
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方｜摘
円|配当金
要｜年月日
’昭19.3.1
｢第５福一丸持歩勘定掛帳」（近藤三吉氏蔵）より作成。
第７表第８福一丸船中持歩勘定
差引残高｜支払金｜預り金 摘 要．｜年月日
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｢第８福一丸船中持歩預り金通帳」（近藤三吉氏蔵）より作成。
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5６ 
（八）
海遠洋漁業株式会社の後身）と船中とで、造船費六○○万円を半額宛出資した。第８福一丸の船中持歩預ｈ／金通帳
（第７表）によると、船中出資分一一一○○万円の調達に船元は苦慮し自己資金と釣払いによって負債を補った。第二
次大戦後は燃抽等の操業資材不足による現金取引の必要から、各漁船は漁獲物の闇売りに走らざるを得ず、その結
果帳簿上の水揚高から算出される船穂金も低く計上された。このため帳簿上（第７表）は赤字経営が続くが、船中
にとっては実質上経営不安はなかったものの、共有船経営の利益が薄れたとゑた昭和漁業株式会社から共有船方式
（九）
の解消と船中への漁船売却の希望が出された。第８福一丸は船一工の資金操りと釣払いによって昭和二八年に会社か
ら買取られたが、こうした船中側の資金操作の経過を通じて、船元は第８福一丸に対する経営権に加えて所有権を
掌握していったのであった。
最後に福一丸船中に承る鰹漁船建造資金調達法の推移について要約しよう。動力化以前の明治三七年の大神丸建
〆、'へ｢=、'白、｢内､'■､/､〆､
八七六五四三二－－
、-ノミーノ、-'、ゾ、ソ、.'Ｌ'、ゾ
（九）前掲（八）。
注ｌ 
前一 「金銭出入帳」明治四三年近藤三吉氏蔵。
「第二福一丸船員金銭出入帳」大正一○年近藤三吉氏蔵。
「第壱号福一丸株主人名簿」大正一三年近藤三吉氏蔵。
「
第
三
福
一
九
株
主
人
名
簿
」
昭
和
四
年
近
藤
三
吉
氏
蔵
。
「第五福一丸株主名簿」昭和八年近藤三吉氏蔵。
拙
稿
「
大
戦
後
に
お
け
る
焼
津
鰹
漁
業
経
営
体
の
変
容
と
昭
和
漁
業
株
式
会
社
」
人
文
学
会
紀
要
第
二
二
号
平
成
元
年
一
○
一
一
一
「
連
名
表
南
前
褐
Ｃ
）
。
四
結 積
一九頁。
南番船中」近藤三吉氏蔵。
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5７ 
造に際しての資金調達は船中一同の出資によったが、船元の比重は大きかった。また船中船方側においても小船
（冬漁の漁船）である久七九の船主清水家の位置も重要で、船中の形成過程を考える一つの手がかりを与えてくれ
（一）
る。明治四一年に岐初の動力船福一丸を建造するが造船饗は太神丸の一○倍以上に膨張し、船中外部の出資法人東
海遠洋漁業株式会社から造船費の半額の出資をぷた。焼津では以後昭和三○年ごろまで、船中と外部資本とで造船
費を半額宛出資するいわゆる共有船体制が基本的な造船資金調達方法となった。
この間新船建造費の船中負担分は、稼動船の償却金と利益金の積立金を順次回転してまかなわれた。だが昭和期
に入って建造された第３・第５・第８福一丸の場合、造船当初は造船費の船中分担金が直ちに完済できず、いわゆ
る釣払い制をとってある期間の負債を信用でカバーしている。この信用は船中にとって共有船方式の一つの効用
で、漁船の帳簿名儀を出資法人である東海遠洋漁業株式会社にする』」とによって、漁船所有権の所在の如何にかか
わらずに漁船を自由に利用できた。これはかつて西九州の底引網漁業において、商業資本と阿波系漁業者との間に
（一一）
あ
っ
た
関
係
と
同
義
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
また船中では船元と船方による共同出資のなかで、名儀上はともかく「持歩勘定書帳」によると実質上はしだい
に船元の出資比重が増加していった。特に最後の共有船第８福一丸の船中負担金は、ほとんど船元による調達であ
った。そして共有船方式の解消となる、船中による昭和漁業株式会社持歩の買収変の調達に際しても船元の役割が
大きかったことから、船元個人の船主権が実質上確立していった。かくて共同出資による漁船共有関係という船中
を構成する基盤の一つが失なわれ、焼津の漁業は近世から続く船中の解体と産業資本家のとしての船元登場という
新
た
な
局
面
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
注
（
己
拙
稿
「
静
岡
旧
年
二
五
’
四
四
頁
。
（
二
）
柵
穂
「
生
成
糊
穂「生成期の長崎機船底引網漁業」法政大学教養部紀要第二○号社会科学編昭和四九年二五’四四頁。
「静岡県焼津における鰹漁業の出資漁携組織と同族」法政大学教養部紀要第六七号社会科学編昭和六三
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